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地域と松任地域では、片面穿孔の開始面に差
異のあることが推定できた。
次に北陸に目を向けると、北加賀同様の流

れが看取できる。すなわち縄文後～晩期の原
産地周辺での生産、弥生Ⅱ・Ⅲ期の勾玉生産
の拡大、弥生Ⅳ・Ⅴ期前半の縮小を経て、弥
生Ⅴ期後半に再び勾玉生産遺跡が増加し、庄
内期後半には収束、古墳前期に金沢中部・松
任地域にわずかに残るのみで、古墳中期は再
び原産地周辺に限られる、という流れである。
また、弥生Ⅴ期後半での穿孔方向の変化は、
北陸全体でも同様の結果を得ることができた。
こうして穿孔方向が変化した背景には日本

海沿岸を通じた鉄製工具の導入が深く関わっ
ていると考えられる。この裏付けとなるのが
弥生Ⅳ期に始まる山陰・丹後での水晶製玉生
産である。京都府奈具岡遺跡では、石製工具
を用いる緑色凝灰岩製管玉を製作するととも
に、鉄製工具を用いた水晶製玉を並行して製
作していた。水晶製玉の製作には片面穿孔技
術が応用されており、水晶と同様、硬質な材
料を用いた北陸の硬玉製勾玉生産にも、この
技術が応用されたのであろう。
これまでの古墳前期後半において穿孔方向

が変化する、という定説を大きく覆す結果と
なったが、北部九州では古墳前期前半にその
変化が見られ、大きな地域差が見られる。こ
うした地域差は古墳成立に至る揺籃期の社会
的状況とも関わってくると考えられ、今後硬
玉製勾玉は単なる装身具に留まらない、当時
の社会を知り得る有効な資料となるであろう。
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良渚文化と呼ばれる長江下流域に分布する
文化は、今から約 年前～約 年前に浙江5300 4000
省余杭市の瑶山、反山遺跡等を含む良渚遺跡
群を中心として、浙江省北部、江蘇省南部に
展開した中国古代文明の重要な源流の１つで
ある。この良渚文化の中で、最もその特色を
備えている器物は玉器であり、質、技術、美
しさには目を見張るものがある。本稿で取り
上げるのは、この良渚文化に見られる冠状玉
器という器物である。
この器物は基本的に良渚文化の墓葬から発

見され、良渚文化の中心である反山、瑶山の
両遺跡ではほぼ全ての墓葬から冠状玉器が出
土しているため、当時非常に位の高い人物が
所有していたものであることがわかる。
この冠状玉器は、櫛に固定し、人の頭の結

われた髪に挿す形で使用されていたことが明
らかで、装飾品の中でも最も目立つものであ
ったと考えられる。よって冠状玉器の形状や
紋様は、それらを所有する人々にとって非常
に重要であったに違いない。このように自分
自身の高貴さや権力を示す性格をも兼ね備え
た装飾品である冠状玉器が、どのような形か
ら始まり、どのように形を変えていったのか、
と言う興味に基づき本稿のテーマは設定され
た。また、冠状玉器は基本的に墓葬から出土
するため、冠状玉器の編年は、冠状玉器が副
葬されている墓葬が良渚文化期のいつごろに
造られたかという疑問を解決する手掛りとも
なるのである。よって、反山、瑶山遺跡の墓
葬の成立順序についても考察を進めてゆく。
編年は、良渚文化を土器の型式から計5期に

分期し、同じ墓葬内から出土した土器の型式
や玉琮を主とする玉器類に刻まれた紋様から
時期的位置付けを行い、順に並べてゆくとい
う方法をとる。行った結果、冠状玉器の形状
は時期ごとに決まった形状を呈する事が明ら
かとなり、墓葬の時期的位置付けを行うのに
有効な材料であるため、この編年を利用して
反山、瑶山の両遺跡の墓葬成立順序という問
題に対して、新たな考えを提出することがで
きた。
さらに、冠状玉器の形状を良渚文化の象徴

である神人獣面紋に重ね合わせる型式の起こ
り、またその意識の衰退という現象が見られ、

年前の良渚文化の人々の精神的文化の一端5000
をも感じ取ることができ、非常に興味深い結
果となった。
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